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　　　せせらぎ館から多摩川サイクリングコースを
みんなで一緒に
　　　ゴールした後は楽しい軽食会やゲーム大会もあるよ！

開 催 日：平成２５年９月２２日（日）午前８時３０分受付
　　　　　※ 荒天の場合、２３日(月・祝 )に順延
集　　合：二ヶ領せせらぎ館前（宿河原1-5-1）午前９時出発
申 込 み：当日集合場所にて　先着200名
参加対象：小学生以上
参 加 費：小学生以上200円（保険料・軽食代など） 昨年度は７９名が参加しました

「２万歩あるいてみませんか？」

前回の来場者数は８００人を超えて過去最高。
参加者からは「中学生の演奏はとても上手で一緒に演奏ができて感動しました。中学生になったら吹奏楽
部に入部したい。」「和やかな雰囲気の中で中学生の娘が吹奏楽の発表させていただき嬉しく思います。」
などの感想をいただきました。

音楽で地域をひとつに♪
～ふれあいミュージックフェスタ～

つ な が り を つ く る

第１１回 ふれあいミュージックフェスタ

　　平成２５年９月２８日（土） 正午～

　　　多摩市民館大ホールにて開催します !!

皆様のご来場をお待ちしています。

ウォーキングで世代を超え
たつながりをつくる・・・

フィナーレは全体合唱で大きなつながりに…

前回の第 10 回ミュージックフェスタは
　　　　平成２５年２月３日に開催しました。

美しい歌声！～ＰＴＡコーラス
力強い演奏！～中学校吹奏楽部
元気な合唱！楽器演奏！～小学生
間近で聴ける管楽器アンサンブル！

　　　　　　　　～中学校吹奏楽部有志
中学生のお兄さん、お姉さんに負けない！！

　　　　　　　　～小中学生の合同演奏
合計１０団体の参加者が練習の成果を発表。
観客、全出演者でフィナーレ「上を向いて歩こう」



２月１７日　川崎市青少年指導員研修会
３月　９日　自然体験のつどい
４月　７日　第１回合同パトロール
６月２２日　第２回合同パトロール
７月　６日　ＰＴＡパトロール情報交換会
７月２５日　視察研修（愛光女子学園：狛江市）

最近の活動（１月～７月）

細川  幸生（生田みどり自治会）
三平  敏隆（登戸新町町内会）
市川  孝夫（宿河原４丁目町会）
村田  浩彦（飯室下耕地自治会）
瀧澤  清美（かりがね台自治会）

小林  和彦（堰町会）
服部  典子（中野島町会）
久後  和雄（菅町会）
木下  　隆（生田宿自治会）

編集委員

視察研修会（福島県いわき市：２月２３～２４日）

選手は全員１年生！　第２回 多摩・麻生地区中学生バスケットボール大会

　３月１０日に開催した今大会では、予選を勝ち進んだ男子・女子各８チームが出場。多摩区からは稲田中（男子・女子）、
南菅中（男子・女子）、菅中（男子・女子）、生田中（男子・女子）、南生田中（女子）が出場しました。今回から
リーグ戦となり３戦全勝しないと決勝に進めない厳しい試合に、全選手は精一杯果敢に挑みました。

　「バスケットボール部の先生による運営や審判等で
の交流やレギュラーとして試合に出る機会が少ない
１年生にとって、素晴らしい会場で大会に出場した
経験は極めて貴重。１年生に夢（優勝）を与えてく
れたことに感謝します。」（元稲田中学校・渡辺先生）

　「いつも試合で活躍している先輩たちが、自分たち１年生
を応援してくれてとてもうれしかった。この次は後輩を一生
懸命応援します。」（生田中学校）

第３回多摩 ・麻生地区バスケットボール大会
　　　３月１５日（土） 多摩スポーツセンターにて開催

開会式・選手宣誓 決勝：生田中 対 稲田中

女子優勝：生田中学校 男子優勝：長沢中学校

受付で名前を書くだけで誰でも自由に利用できる施設

　視察した「子どもの居場所マリーン」は、子どもがホッとで

きる場所を作りたいとの思いから、地元ボランティアで運営さ

れ、備品もほとんどが地域の皆さんから提供されています。

　震災前は１日延べ３０人が利用していましたが、市外への避

難が続くなどの理由から、再開後の利用者は震災前の約半分に

とどまっています。「震災直後は避難所になるなど、子どもたちの施設として利用できなかった。いつでも子どもたちを受

け入れる体制をつくることの大切さを感じました」と話してくれたのは、マリーンの立上げに尽力された鵜沼智恵子さん。

　２日目は、被災地を視察。現地の東日本大震災展の展示によると、

津波の高さは約５～８メートル、約８千棟が全壊したとのことで

した。沿岸部の豊間中学校校庭には瓦礫が積まれたままで、震災

の傷跡はまだまだ深く感じられました。

  震災からの復興を指導員一同心から願っています。

学校、校区を超えたつなが
りをつくる・・・

地域を超えたつながりをつ
くる・・・

青少年指導員とは
地域社会で青少年の健全育成や非行防止、社会環境の健全化などを図る活動を、地域の様々な組織と連携しながら
進めています。現在、多摩区では80名の指導員が神奈川県知事および川崎市長から委嘱を受け、活動しています。


